
義務教育学校 八女市立

〒834-1401
福岡県八女市矢部村北矢部１１０４７－２
TEL(0943)42-2041 FAX(0943)47-2380

学校教育目標
ふるさと矢部を愛し、未来を拓く学力と健康な心と体を

もち、共に伸びる児童生徒の育成
～学校地域家庭をつなぐ「総がかりの教育」の推進～

校名の由来 「矢部のきれいな川のように澄んだ心をもち、ふるさと矢部を大切にする子どもたちに
育ち、大きく羽ばたいて欲しい」という願いがこめられています。
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合計 ４９

地域学校協働活動本部
・顧問
・本部長（公民館長）
・副本部長（PTA)
・理事（矢部支所長・校長）
・会計監査（PTA）
・学校地域連携担当（主幹教諭）
・地域コーディネーター
・地域活動指導員
・会計（支所） ・庶務（教頭）

学校運営協議会

・学校評議員４名
・PTA会長
・区長代表
・地域づくり協議会会長
・校長、教頭、主幹教諭２名

地
域

協働活動
学校の求めと地域の力をマッチングし
て様々な活動を行い、教育活動の充
実を図る。
・環境整備
（愛校作業、
資源回収等）
・登下校の
見守り活動
・郷土の歴史
文化を学ぶ
（浮立伝承活動・白馬の媛・
公卿唄・吉野との交流活動）
・矢部の食文化を学ぶ
（そば打ち、お茶の淹れ方教室、
挽き臼体験等）

放課後等の
学習支援活動

放課後や長期休暇に、地域住民の協
力によって、学力向上の推進を図る。
・放課後学習支援活動（寺子屋
[赤ペン先生]、英会話教室）
・サマースクール

体験活動
専門的な知識・技能を学んだり、地
域の人たちとのつながったりして体
験活動の充実を図る。
・摘茶体験、製茶工場見学
・原木しいたけ栽培・販売
・田植え、稲刈り
・林業体験（下草刈り、植林等）
・大杣自然塾体験活動
・ゆいのもり訪問
・保育実習 ・矢部PR活動

令和７年度重点目標 目標に向かって仲間と支え合い、努力する児童生徒の育成
～ 鍛えあおう！ ほめあおう！ ～

令和７年度 八女市立矢部清流学園グランドデザイン

義務教育学校で
めざす児童生徒像

確かな学力を身に
付けた児童生徒

互いのよさに気づき
認め合う児童生徒

健康で活発な
児童生徒知 徳 体

学
校

地域とともにある学校

PTA活動（親子活動）
・資源回収および愛校作業 ・街頭立番（登校見守り）
・メイクアップチャレンジデーの実施・・・ 毎月１日
・家庭教育学級の実施

【学びづくり部会】
・授業づくり･･ 一人ひとりが大切にされる授業

互いのよさや可能性を発揮でき
る取組み
９ヶ年の系統的な指導

・学力基盤づくり･･･基礎基本の徹底
個別指導の充実
後期課程職員による乗入れ
授業、 効果的なICT活用
体験活動から学ぶ学力

【関係・環境づくり部会】
・基本的生活習慣の確立（家庭との連携）
・安心して過ごせる学校、教室環境づくり
・生徒指導や不登校支援等の組織的対応
・互いのよさや可能性を認め合える集団づくり
（人権学習、道徳教育、規範意識教育、福祉教育、
縦割り班での交流、地域の方々との交流、吉野さく
ら学園との交流、リーダー育成、清流会活動）
・特別支援教育の充実（配慮を要する児童生徒

の個別の指導・支援計画と見取り）
・いのちを守る教育の充実（いのちを守る・

安全に関する行事、授業、研修、点検活動）
・食育及び環境教育（美化指導）の充実

校章
かつての矢部村章と矢部村を流れる三つの川
（矢部川・御側川・樅鶴川）を意匠化したものです。

区分

学年 1 2 3 4 5 6 7 8 9

善き遊びの中から
善き学びを修める

善き学びを修め、高めつつ、
善き遊びをする

段階

前期課程（小学部） 後期課程（中学部）

善遊科 善学科

学級担任制 教科担任制

八女市教育の基本目標
『ふるさとを愛する

人づくり』

「八女市の学校教育」重点事項
(1)「地域に信頼される学校」づくり
「確かな学力のつく学校」「秩序ある学校」
(2)「八女市を愛し、
ふるさとに誇りを持つ子ども達」の育成

★学校・家庭・地域の
連携・協働体制の充実

★学びと活動の好循環を促
す多様な学習機会の充実


